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共
働
き
の
力
強
い
味
方

〜
学
童
ク
ラ
ブ
〜

楽
し
く
て
居
心
地
の
い
い
場
所

　

学
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
放
課
後
、
土
曜
日
は

も
ち
ろ
ん
、
夏
休
み
な
ど
の
長
期
の
学
校
休

業
日
に
も
、
子
ど
も
た
ち
を
預
か
っ
て
く
れ

ま
す
。
指
導
員
は
児
童
の
人
数
に
応
じ
て
１

～
４
人
で
す
が
、
必
ず
１
人
は
教
諭
、
保
育

士
等
の
有
資
格
者
が
い
ま
す
の
で
、
子
ど
も

た
ち
は
安
全
で
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

渡
利
学
童
保
育
き
り
ん
教
室
で
は
、
毎
年

迎
え
て
く
れ
る
場
所
が
こ
こ
に
も
あ
る
と
い

う
安
心
感
を
子
ど
も
に
与
え
る
こ
と
が
大

切
﹂
と
き
り
ん
教
室
の
阿あ

部べ

澄す
み

先
生
は
言
い

ま
す
。

　

ま
た
、﹁
保
護
者
へ
ク
ラ
ブ
で
の
子
ど
も

の
様
子
を
伝
え
る
の
も
、
大
切
な
指
導
員
の

仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
﹂
と
に
わ
さ
か
学

童
ク
ラ
ブ
の
茂も

木ぎ

笑え
み

子こ

先
生
。
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
場
所
で

も
あ
る
学
童
ク
ラ
ブ
は
、
家
庭
や
学
校
と
は

違
っ
た
子
ど
も
の
一
面
を
引
き
出
し
て
く
れ

る
場
で
も
あ
り
ま
す
。

　

地
域
も
応
援　

連
絡
を
密
に

　

設
置
形
態
は
民
設
民
営
で
、
社
会
福
祉
法

人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

が
、
多
く
は
保
護
者
会
が
運
営
主
体
で
す
。

ま
た
、
子
ど
も
達
が
歩
い
て
学
童
ク
ラ
ブ
に

行
く
た
め
、
学
校
の
近
く
で
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
施
設
が
古
く
な
っ
て

も
住
み
替
え
は
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

▼学校から帰ったら、すぐに宿題をします。

▲サマーキャンプ。夕食は皆で作ったカレー。
どの班が一番おいしそうかな。

夏
休
み
に
は
一
泊
キ
ャ
ン

プ
、
秋
は
水
林
自
然
林
ま

で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
し
て

芋
煮
会
、
冬
は
近
く
の
会

場
を
借
り
て
保
護
者
も
交

え
て
の
忘
年
会
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
。
各
ク
ラ

ブ
独
自
で
様
々
な
行
事
を

し
て
子
ど
も
達
は
楽
し
く

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
﹁
何
よ
り
も
、
自
分
を

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
通
称
、
学
童
ク
ラ
ブ
）
は
、
お
勤
め
な
ど
で
昼
間
、
保

護
者
が
家
庭
に
い
な
い
児
童
（
小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生
）
を
対
象
に
放
課
後
、

家
庭
に
代
わ
っ
て
保
育
を
行
う
地
域
組
織
で
す
。
今
回
の
取
材
は
、
渡
利
学
童
保

育
き
り
ん
教
室
と
、
に
わ
さ
か
学
童
ク
ラ
ブ
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特集１

ある学童っ子の一日

ク
ラ
ブ
に
帰
っ
て
く
る

宿
　

題

学
校

お
や
つ

自
由
遊
び

夕
　

食

お
風
呂

就
　

寝
保
護
者
が

迎
え
に

来
て
帰
宅

お
家
で
明
日
の
用
意

　
　

掃
除

２時
（午後）

３時４時５時６時７時８時９時

　

核
家
族
や
共
働
き
家
庭
が
増
え
る
中
、
放

課
後
や
学
校
休
業
日
の
子
ど
も
の
居
場
所
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

親
は
学
校
に
入
れ
ば
ひ
と
安
心
と
思
い
が

ち
で
す
が
、
就
学
前
は
保
育
所
な
ど
多
彩
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、
夕
方
ま
で
安
心
し
て
仕

事
を
し
て
い
た
の
に
、
学
校
に
通
う
よ
う
に

な
る
と
、
途
端
に
子
ど
も
の
帰
り
が
早
く
な

り
、「
一
人
で
留
守
を
さ
せ
る
の
は
不
安
」

と
働
き
た
い
の
に
仕
事
を
辞
め
ざ
る
を
え
な

い
と
い
う
親
も
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は

そ
ん
な
親
の
味
方
、
学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。
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保
育
所
や
学
校
の
余
裕
教
室
を
使
用
し
て

い
る
ク
ラ
ブ
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
は
ア

パ
ー
ト
や
借
家

で
す
。
開
設
や

運
営
は
地
域
の

理
解
が
不
可
欠

で
す
。

　

に
わ
さ
か
学

童
ク
ラ
ブ
で

は
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
や
、

餅
つ
き
大
会
の

年
中
行
事
を
地

　

わ
た
し
も
働
き
続
け
た
い
！

　
　
　

も
っ
と
学
童
ク
ラ
ブ
を

　

現
在
35
ケ
所
の
ク
ラ
ブ
が
、
福
島
市
か
ら

の
委
託
を
受
け
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
委
託

料
で
足
り
な
い
分
は
保
育
料
と
し
て
保
護
者

負
担
と
な
り
ま
す
。︵
平
均
月
額
約
１
万
３
千

円
︶﹁
福
島
市
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
﹂
で
は
、
平

成
21
年
度
ま
で
に
全
小
学
校
区
数
設
置
す
る

予
定
で
す
。
平
成
19

年
度
に
は
、
９
ケ
所
の

開
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
度
か

ら
家
賃
補
助
が
創
設
さ
れ
、
ま
た
、
指
導
員

の
健
康
診
断
経
費
補
助
が
委
託
料
に
加
算
さ

▲地域の人に手伝ってもらい「お餅つき大会」

福島市の委託を受けている放課後児童クラブ（学童クラブ）
19 ３ １

№ ク ラ ブ 名 所在学区 電 話 番 号

1 六 華 学 童 ク ラ ブ 三河台 536－1843

2 あ か し や 学 童 ク ラ ブ 第 四 533－3480

3 渡利学童保育きりん教室 渡 利 521－2362

4 大森学童保育クレヨン教室 大 森 545－5191

5 御山学童クラブゆずっ子 御 山 534－4221

6 ちゅうりっぷ小さな児童館 大 森 545－8718

7 ゆ か り 学 童 ク ラ ブ 鎌 田 554－6598

8 おかやま学童どんぐり子 岡 山 090－6225－6313

9 あすなろ子どもクラブ 御 山 558－5219

10 か ぜ の 子 学 童 ク ラ ブ 第 二 531－1800

11 瀬 上 学 童 ク ラ ブ 瀬 上 553－8271

12 ワークランドみみずく 第 一 524－1009

13 南向台学童クラブくじら 南向台 521－5225

14 吉 井 田 学 童 ク ラ ブ 吉井田 545－3431

15 笹谷学童クラブ「かしのき」 笹 谷 070－5098－0338

16 に わ さ か 学 童 ク ラ ブ 庭 坂 591－5329

17 鳥 川 学 童 ク ラ ブ 鳥 川 545－5430

18 学童サークル星の子クラブ 第 二 534－4455

19 すばるわくわくらんど森合 森 合 558－6556

20 き ん こ ん 館 鎌 田 552－1150

21 学童クラブ「清明っ子」 清 明 522－0605

22 平野学童保育ひまわり教室 平 野 090－2981－3908

23 荒井学童クラブあいりん 荒 井 593－6668

24 や の め 学 童 ク ラ ブ 矢野目 553－6055

25 わ ん わ ん 学 童 ク ラ ブ 第 三 534－6220

26 美 郷 学 童 ク ラ ブ 松 川 567－7266

27 ゆ う ゆ う ク ラ ブ 大 森 546－3950

28 とやのっ子学童クラブ 杉 妻 545－2333

29 と ん ぼ 学 童 ク ラ ブ 蓬莱東 549－1280

30 南福島コアラ学童クラブ 杉 妻 546－1141

31 飯 坂 学 童 ク ラ ブ 飯 坂 090－7339－5144

32 たかくら家kid’ｓハウス 森 合 557－2083

33 にしねっ子学童クラブ 湯 野 542－6939

34 ただいまぁ余目学童クラブ 余 目 080－1681－1032

35 月輪児童こぐまクラブ 月 輪 534－8377

■お問い合わせ■
福島市健康福祉部児童福祉課　電話 024－525－3751

れ
ま
し
た
。
一
方
、
指
導
員
の
雇
用
不
安
定
、

児
童
数
の
変
動
に
左
右
さ
れ
る
保
育
料
の
設

定
な
ど
、
運
営
の
難
し
い
一
面
も
あ
り
、
こ

れ
か
ら
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

︿
取
材
を
終
え
て
﹀

　

少
子
化
が
進
む
背
景
の
ひ
と
つ
に
、「
子

育
て
を
し
な
が
ら
仕
事
を
続
け
る
の
が
難
し

い
」
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子
育
て
中

の
親
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
の
た

め
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
整
備
、
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
が
さ
ら
に
充
実
し
て
い
く
こ
と

に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
行
っ
て

い
ま
す
。

▲「あづま子どもの本の会」が、定期的にク
ラブに来て、読み聞かせをしてくれます。
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　ウィズ・もとまちでは、平成18年度にはじめての試みとして、「男女共同参画についてのあなたからのメッセージ」
を市民の皆さんから募集しました。合計416点の応募があり、小学校の部、中学・高校の部、一般の部からそれぞれ
最優秀賞１名、優秀賞２名、佳作２名が選ばれ、平成18年10月21日、「ウィズ・もとまちふれあいフェスタ2006」のオー
プニングセレモニーの席上で表彰が行われました。力作ぞろいの受賞作品をご紹介します。フェスタ以外でも、「コラッ
セふくしま」や「こむこむ」において作品を展示しました。

　

審
査
委
員
長

山や
ま

口ぐ
ち　

晢せ
い

子こ

さ
ん　

（
福
島
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
長
）

　

福
島
市
が
は
じ
め
て
企
画
し

た
「
あ
な
た
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

へ
の
応
募
作
品
を
５
人
の
委
員

が
審
査
し
ま
し
た
。
イ
ラ
ス
ト
と

文
字
に
よ
る
は
が
き
一
枚
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
は
、
女
性
・
男
性
に
と

ら
わ
れ
ず
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ

と
の
大
切
さ
や
、
互
い
を
尊
重
し

協
力
す
る
関
係
性
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ま
の
声
を
実
現
し

て
、
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

中学・高校の部 小学校の部

福
島
第
三
小
学
校
３
年　
　

菅
野　

菜
子
さ
ん

渡利中学校１年　　　

岩渕　愛衣 さん

最優秀賞

優秀賞

佳　作

私
立
福
島
高
校
３
年　
　

斎
藤　

尚
輝
さ
ん

最優秀賞

優秀賞

佳　作

福
島
第
四
小
学
校
５
年　

佐
藤　

美
玖
さ
ん

福
島
第
四
小
学
校
５
年　

菅
野　
　

嵐
さ
ん

福島第三小学校４年　

渡辺　詩季 さん

福
島
第
三
小
学
校
３
年　

薮
内　

里
紗
さ
ん

特集２　男女共同参画についての

あなたからのメッセージ

　
“
家
族
の
た
め
に
働
く
お
母
さ
ん
”

“
洗
濯
上
手
な
お
父
さ
ん
”
自
然
に

男
女
共
同
参
画
を
実
践
し
て
い
る
家

族
の
姿
を
、
子
ど
も
た
ち
は
ち
ゃ
ん

と
見
て
い
る
ん
で
す
ね
。

〜
し
の
ぶ
ぴ
あ
編
集
委
員
〜
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　ウィズ・もとまちでは、平成18年度にはじめての試みとして、「男女共同参画についてのあなたからのメッセージ」
を市民の皆さんから募集しました。合計416点の応募があり、小学校の部、中学・高校の部、一般の部からそれぞれ
最優秀賞１名、優秀賞２名、佳作２名が選ばれ、平成18年10月21日、「ウィズ・もとまちふれあいフェスタ2006」のオー
プニングセレモニーの席上で表彰が行われました。力作ぞろいの受賞作品をご紹介します。フェスタ以外でも、「コラッ
セふくしま」や「こむこむ」において作品を展示しました。

中学・高校の部一般の部
最優秀賞

優秀賞

佳　作

後
藤
る
み
子
さ
ん

渡
利
中
学
校
３
年　
　
　

大
波　

奈
央
さ
ん

笹
川　

紀
子
さ
ん

赤
井　

悦
子
さ
ん

小
林　

翔
子
さ
ん

昭
さ
ん高橋　美帆 さん

福
島
第
一
中
学
校
３
年　

長
津　

薫
実
さ
ん

優秀賞

佳　作

岳
陽
中
学
校
３
年　
　
　

安
田　

莉
菜
さ
ん

　男女共同参画についての

あなたからのメッセージ

　

十
人
十
色
の
個
性
を
大
切
に
す
る

こ
と
が
男
女
共
同
参
画
だ
と
い
う
こ

と
を
し
っ
か
り
理
解
し
て
い
る
な
ぁ

と
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

〜
し
の
ぶ
ぴ
あ
編
集
委
員
〜

　

お
互
い
を
尊
重
し
て
、
協
力
し

合
っ
て
き
た
夫
婦
な
ら
、
年
を
と
っ

て
も
手
を
つ
な
い
で
仲
良
く
歩
け
ま

す
よ
ね
。
生
涯
に
わ
た
っ
て
男
女
共

同
参
画
の
精
神
で
い
き
た
い
も
の
で

す
。�

〜
し
の
ぶ
ぴ
あ
編
集
委
員
〜
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急
速
な
社
会
構
造
の
変
化
に
対
応

し
、
支
え
る
力
と
給
付
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
り
、
ど
の
世
代
で
も
安
定
し
て
年
金

が
受
給
で
き
る
よ
う
に
上
限
額
ま
で
、

毎
年
段
階
的
に
保
険
料
額
が
変
わ
り 

ま
す
。

改
正
点

　

平
成
19

年
か
ら
の
改
正
は
、
主
に
厚

生
年
金
に
つ
い
て
で
す
。
特
に
大
き
な

点
は
厚
生
年
金
の
離
婚
時
の
分
割
制
度

の
導
入
で
す
。

①　

厚
生
年
金
の
離
婚
時
の
分
割
制
度

　

次
の
条
件
す
べ
て
に
該
当
し
た
場
合

に
、
当
事
者
の
一
方
か
ら
の
請
求
に
よ

り
婚
姻
期
間
等
の
厚
生
年
金
の
保
険
料

納
付
記
録
を
当
事
者
間
で
分
割
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

条
■
件

◦
平
成
19
年
４
月
１
日
以
降
に
離
婚
等

を
し
た
こ
と
。

◦
当
事
者
の
合
意
や
裁
判
手
続
き
に
よ

り
年
金
分
割
割
合
を
決
め
る
こ
と
。

◦
請
求
期
限
︵
原
則
、
離
婚
の
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
２
年
︶
を
経
過
し

て
い
な
い
こ
と
。

　

年
金
受
給
パ
タ
ー
ン
は
各
人
そ
れ
ぞ

れ
に
違
う
の
で
、
社
会
保
険
事
務
所
等

に
必
ず
相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し 

ま
す
。

②　

遺
族
厚
生
年
金
の
見
直
し

︵
19

年
４
月
１
日
以
降
受
給
権
を
取
得

し
た
方
及
び
19
年
４
月
１
日
前
に
受
給

権
を
有
し
て
い
る
19
年
４
月
１
日
以
降

に
65
歳
に
な
る
方
対
象
︶

　

65
歳
以
上
の
方
の
場
合
、
自
身

の﹃
老
齢
厚
生
年
金
﹄を
全
額
受
給

し
、
改
正
前
の
制
度
で
受
給
で
き

た
﹃
遺
族
厚
生
年
金
﹄
と
自
身
の

﹃
老
齢
厚
生
年
金
﹄
の
差
額
が
支

払
わ
れ
ま
す
。

◦
夫
の
死
亡
時
に
30
歳
未
満
で
子
を

養
育
し
て
い
な
い
妻
に
対
し
て

は
、
５
年
間
の
有
期
給
付
と
な
り

ま
す
。

◦
中
高
齢
寡
婦
加
算
に
つ
い
て
は
支

給
要
件
は
、
妻
が
夫
の
死
亡
時
35

歳
以
上
か
ら
40
歳
以
上
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

③　

老
齢
厚
生
年
金
の
繰
下
げ
制
度
導
入

︵
19

年
４
月
１
日
以
降
に
65

歳
以
降
の

老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
権
を
得
る
方
︶

　

65
歳
か
ら
受
け
取
ら
ず
、
66
歳

以
後
に
繰
下
げ
の
申
し
出
を
す
れ

ば
、
申
し
出
た
月
の
翌
日
か
ら
増

額
さ
れ
た
老
齢
厚
生
年
金
を
受
給

で
き
ま
す
。

④　

70
歳
以
上
の
在
職
者
の
厚
生
年
金

の
調
整

︵
19

年
４
月
２
日
以
降
に
70

歳
に
な
る

方
︶

　

70
歳
以
上
の
在
職
者
に
60
歳
後

半
の
在
職
老
齢
年
金
の
調
整
の
仕

組
み
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

左
記
の
よ
う
な
制
度
も
あ
り
ま
す
。

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
社
会
保
険
事

務
所
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

厚
生
年
金
の
育
児
期
間
に
対
す
る
制
度

　
︵
17
年
４
月
以
降
︶

　

育
児
期
間
中
に
勤
務
時
間
の
短
時
等

に
よ
り
賃
金
が
低
下
し
た
場
合
の
保
険

料
は
、
実
際
に
得
た
賃
金
に
基
づ
い
て

納
め
ま
す
が
、
年
金
額
を
算
定
す
る
た

め
の
月
額
賃
金
は
、
子
が
３
歳
に
達
す

る
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、
事
業
主
を

通
じ
て
申
出
を
す
れ
ば
養
育
開
始
前
の

月
額
賃
金
で
保
険
料
を
支
払
っ
た
と
し

て
扱
わ
れ
る
制
度
で
す
。
該
当
期
間
に

つ
い
て
、
申
出
の
提
出
期
限
は
２
年
以

内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　少子高齢が進む社会の中で、私たちの生活を支える年金制度も制度の安定を図り、世代による受給額のバラ
ンスをとるために平成16年に制度改正が行われました。平成19年４月から始まる制度・見直しについて東北
福島社会保険事務所の年金係長の小丸さんにお話を伺いました。

取材をして〜

　今回の年金制度改正は取材した内容の他に、厚生年金の育児期間中の人に対する配慮の拡充や、国民年金の
若年者納付猶予制度・学生納付特例制度、単身者対する保険料免除の基準緩和などが導入され、様々な生き方
や働き方に対応した考え方が反映されていると感じました。
　年金を含め社会保障制度は国の制度ですが、その基盤を支えているのは私たちであることと、今は支えてい
る側でも、いつかは保障される側になることを考えながら、一人ひとりが制度を理解しようと積極的に情報を
取り入れることと保険料を支払うことが自分と私たちの子どもたちにとって大切だと思いました。

全国どこでも「ねんきんダイヤル」相談　８：30〜17：15（土日・祝除く）TEL 0570-05-1165
社会保険庁ホ−ムページ　http://www.sia.go.jp/
東北福島社会保険事務所　８：30〜17：15（土日・祝除く）福島市北五老内町３−30　TEL 024-535-0145

知っておこう！「年金制度改正」

国民年金保険料・厚生年金保険料率の推移

保
険
料
（
率
）

平成12年度 平成17年度 平成22年度 平成27年度 平成32年度 平成37年度

国民年金
　保険料額 毎年280円／月up
厚生年金
　保険料率 毎年0.354％／月up

国民年金
　保険料額 16,900 ／月
厚生年金
　保険料率 18.30％／月

29年以降、下記で固定
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感
じ
、﹁
私
に
は
何
が
で
き

る
の
だ
ろ
う
﹂
と
考
え
た
末

に
﹁
お
母
さ
ん
﹂
と
呼
ば
れ

た
い
と
思
っ
た
の
だ
っ
た
。

安
易
に
﹁
母
親
に
な
れ
る
だ

ろ
う
﹂
と
思
っ
た
の
だ
。

　

子
ど
も
を
産
ん
で
か
ら
は

大
変
だ
っ
た
。
夜
も
眠
れ
な

い
し
、
仕
事
と
子
育
て
の
両

立
、
保
育
園
に
預
け
れ
ば
熱

を
出
す
。
早
く
大
き
く
な
っ

て
と
願
う
ば
か
り
だ
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
も
身
体
は
大
き

く
な
り
思
春
期
の
真
っ
最

中
、
こ
れ
が
ま
た
心
配
ば
か

り
。
こ
の
修
業
︵
？
︶
を
受

け
る
こ
と
で
、
子
ど
も
に
親

に
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の
だ

と
つ
く
づ
く
思
う
。
我
な
が

ら
子
ど
も
の
お
か
げ
で
随
分

大
人
に
な
っ
た
。
よ
く
よ
く

思
い
出
し
て
み
る
と
楽
し
い

こ
と
、
う
れ
し
い
こ
と
も
た

く
さ
ん
も
ら
っ
た
。
ま
だ
ま

だ
苦
行
は
続
く
だ
ろ
う
が
、

た
ま
に
あ
る
喜
び
で
復
活
し

な
が
ら
ま
た
前
に
進
ん
で
い

く
の
だ
ろ
う
な
。

　

安
易
な
気
持
ち
で
﹁
親
﹂

に
な
っ
て
十
数
年
、
こ
こ
ま

で
や
っ
て
こ
れ
た
の
は
、
周

り
の
方
々
の
た
く
さ
ん
の
助

け
が
あ
っ
た
か
ら
。
本
当
に

た
く
さ
ん
の
人
に
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
。
し
の
ぶ
ぴ
あ

を
読
ん
で
く
だ
さ
る
方
々
も

私
の
心
の
支
え
に
な
っ
て
い

ま
す
。
お
互
い
支
え
あ
っ
て

少
子
高
齢
社
会
を
乗
り
切
り

ま
し
ょ
う
。

︵
し
の
ぶ
ぴ
あ
編
集
委
員
︶

子
育
て
で

大
人
に
な
っ
て
き
た
か
な

思
春
期
の
子
VS
母　

６

14
歳
の
子
を
持
つ
親
た
ち
へ

毎
日
か
あ
さ
ん
︵
カ
ニ
母
編
、
お
入
学
編
、
背
脂
編
︶

読んでみらんしょ
　　　　　おすすめの本
読んでみらんしょ
　　　　　おすすめの本

　

い
き
な
り
で
す
が
、
私
が

結
婚
し
た
理
由
の
第
二
番
目

は
︵
当
然
第
一
番
の
理
由
は

た
ぶ
ん
皆
さ
ん
と
同
じ
で

す
︶﹁
お
母
さ
ん
﹂
と
呼
ば

れ
て
み
た
か
っ
た
か
ら
。

　

特
に
何
か
で
秀
で
た
も
の

が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
や

り
た
い
と
思
う
何
か
が
あ
っ

た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
な

ぜ
か
﹁
や
れ
ば
何
で
も
で
き

る
﹂
と
思
っ
て
い
る
自
分
が

ず
っ
と
私
の
中
に
い
た
。
根

拠
も
何
も
な
い
の
に
、
今
考

え
る
と
不
思
議
で
あ
る
と
い

う
よ
り
﹁
あ
り
え
な
い
﹂
人

だ
っ
た
。
二
十
歳
を
過
ぎ
た

こ
ろ
に
、
や
っ
と
﹁
私
っ
て

何
に
も
で
き
な
い
ん
だ
﹂
と

　

書
名
が
示
す
と
お
り
、
母
親
業

と
は
毎
日
の
こ
と
で
あ
っ
て
や
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
小
学
校
に

入
っ
た
ば
か
り
の
息
子
に
義
務
教

育
だ
け
で
充
分
と
諭
し
た
り
、
娘

が
父
親
に
お
ね
だ
り
を
す
る
姿

に
、﹁
娘
は
う
ま
い
﹂
と
う
な
っ

た
り
す
る
。
母
親
で
あ
る
こ
と
で

遭
遇
す
る
子
ど
も
と
の
日
常
や
家

族
間
の
ユ
ニ
ー
ク
な
や
り
取
り
に

つ
い
て
描
い
て
お
り
、﹁
母
親
に

な
っ
て
よ
か
っ
た
！
﹂
と
い
う
著

者
の
思
い
を
強
く
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

自
分
や
周
り
の
人
を
﹁
こ
う
あ

る
べ
き
﹂
と
い
う
枠
に
は
め
て
見

て
し
ま
い
が
ち
な
自
分
に
、
多
様

な
生
き
方﹁
み
ん
な
違
っ
て
い
い
﹂

と
気
付
か
せ
て
く
れ
る
一
冊
。

　

精
神
科
医
と
仏
文
学
者
と
の
対

談
。
思
春
期
の
若
者
と
接
す
る
と

き
に
感
じ
る
違
和
感
の
よ
う
な
も

の
に
つ
い
て
、
引
き
込
ま
れ
る
意

見
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
子
を
持
つ

と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
役

割
と
し
て
の
母
性
、﹁
た
め
ら
う
﹂

こ
と
の
大
切
さ
、
脳
と
身
体
の
関

係
な
ど
、
意
外
な
角
度
か
ら
考
え

て
い
る
。
若
者
や
子
ど
も
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

す
っ
き
り
し
な
い
感
じ
を
持
つ
人

に
お
す
す
め
。

西
原
理
恵
子　

著

毎
日
新
聞
社

平
成
16
年
３
月
20
日
発
行
外

本
体
各
８
３
８
円
＋
税

内
田　

樹　
　

著

名
越　

康
文　

著

新
潮
社

平
成
17
年
４
月
15
日
発
行

本
体
７
０
０
円
＋
税
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原
はら

田
だ

祥
さち

子
こ

さん

◆
今
回
特
集
記
事
を
担
当
し
て
、
元
気
よ
く
﹁
た

だ
い
ま
！
﹂
と
学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
た
く
さ
ん

の
学
童
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
達
に
出
会
い
、
笑
顔
を

た
く
さ
ん
分
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

み
ん
な
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
理
想
の
社
会
っ
て
ど

ん
な
社
会
で
し
ょ
う
。
私
は
、﹁
性
別
、
年
齢
等

に
か
か
わ
り
な
く
個
人
の
多
様
な
個
性
や
能
力
を

尊
重
し
あ
い
、
そ
の
う
え
で
、
誰
に
で
も
出
番
が

あ
り
、
つ
ま
ず
い
た
人
々
を
皆
で
フ
ォ
ロ
ー
し
合

い
、
や
り
直
し
の
チ
ャ
ン
ス
が
豊
富
な
社
会
﹂
で

は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

　
﹁
男
女
共
同
参
画
﹂
こ
そ
が
、
そ
う
し
た
社
会

へ
の
扉
を
開
く
鍵
で
す
。

◆
今
回
の
川
柳
は
村
上
育
児
パ
パ
さ
ん
︵
北
沢
又
︶
の
お

寄
せ
く
だ
さ
っ
た
作
品
で
す
。
引
き
続
き
皆
さ
ま
か
ら
の

作
品
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
は
が
き
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
寄
せ
下
さ
い
。
採
用
分
に
は
さ
さ
や
か

な
が
ら
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

◆
表
紙
の
切
絵
は
切
絵
作
家
さ
と
う
て
る
え
さ
ん
︵
宮
下

町
︶
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
、﹁
パ
セ
オ
通
り
の
時
計
塔
﹂

で
す
。

編
集　

し
の
ぶ
ぴ
あ
編
集
委
員
会

阿
部
勢
津
子
︵
瀬
上
町
︶
阿
部
陽
子
︵
上
名
倉
︶
石
高
久

美
子
︵
矢
剣
町
︶
久
保
哲
二
︵
南
向
台
︶
高
橋
粛
子
︵
町

庭
坂
︶
中
村
利
信
︵
松
浪
町
︶
半
澤
敦
子
︵
上
鳥
渡
︶
平

野
和
子
︵
八
木
田
︶
水
嶋
い
づ
み
︵
松
山
町
︶
湊
園
実
︵
方

木
田
︶
渡
辺
真
由
美
︵
黒
岩
︶

※
﹃

﹄
は
、年
２
回
発
行
。
各
学
習
セ
ン
タ
ー

な
ど
市
の
窓
口
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
福
島
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

発行　福島市総務部男女共同参画センター
〒 960－8035 ２ ６ 024－525－3784 024－522－1528

　　　ホームページ　http ://www.city.fukushima.fukushima.jp/

と
こ
ろ
に
解
決
の
糸
口
が
見
つ
か

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

原
田
さ
ん
の
名
刺
に

「S
w

itc
h
 yo

u
r m

in
d

」
と

書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
な
意
味
で
す
か
？

　
﹁
そ
の
人
ら
し
い
ス
イ
ッ
チ
を
、

一
緒
に
見
つ
け
る
お
手
伝
い
﹂
の

意
味
を
込
め
て
い
ま
す
。
自
分
で

主
体
的
に
生
き
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
も
あ
り
ま
す
。

　

私
も
自
分
の
ス
イ
ッ
チ
を
見
つ

け
ま
し
た
。
周
囲
の
人
達
の
助
け

を
受
け
、
自
分
の
意
思
で
ス
イ
ッ

チ
を
押
し
た
一
人
で
す
。
ま
だ
ま

だ
仕
事
も
育
児
も
悪
戦
苦
闘
の
毎

日
で
す
。
今
は
み
な
さ
ん
に
援

助
、
協
力
し
て
も
ら
い
な
が
ら
で

す
が
、
い
つ
か
は
私
も
同
じ
よ
う

に
そ
う
い
う
方
の
お
役
に
立
ち
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

︿
取
材
を
終
え
て
﹀

　

わ
た
し
も
子
育
て
を
し
て
い
た

頃
、「
働
き
に
出
た
い
け
ど
、
育

児
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
う
ま
く
い
か

な
い
。」
と
悩
ん
で
い
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
子
ど
も
と
過

ご
す
時
間
と
仕
事
の
バ
ラ
ン
ス
を

取
り
な
が
ら
、
い
き
い
き
と
自
分

ら
し
く
輝
く
原
田
さ
ん
の
お
話

を
伺
い
、
応
援
し
た
い
と
思
い
ま 

し
た
。

少
な
く
な
る
。
具
体
的
に
は
、
こ

ん
な
感
じ
で
し
ょ
う
か
。
で
も
自

分
で
こ
の
形
態
を
選
ん
だ
の
だ
か

ら
、
ど
ち
ら
も
同
じ
比
重
で
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
育
児
と

仕
事
の
バ
ラ
ン
ス
は
日
々
の
中
で

も
、
当
然
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
が

工
夫
と
い
う
ほ
ど
の
こ
と
は
し
て

い
ま
せ
ん
。
私
の
速
度
で
、
気
ま

ま
に
、
一
人
歩
き
を
始
め
た
と
こ

ろ
で
す
。

育
児
中
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
下
さ
い
。

　

子
ど
も
は
も
う
小
学
生
で
す

が
、
ま
だ
赤
ち
ゃ
ん
の
頃
、
育
児

は
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
の
に
何

と
な
く
肩
身
が
狭
く
感
じ
て
私
は

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
で
し
た
。

あ
る
時
、
意
を
決
し
て
外
へ
出
て

行
動
し
た
と
き
か
ら
い
ろ
ん
な
こ

と
が
変
わ
り
ま
し
た
。
困
っ
て
い

る
と
き
こ
そ
、
声
に
出
し
て
伝
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
意
外
と
身
近
な

コ
ー
チ
ン
グ
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
す
か
？

　

相
手
の
自
発
的
な
行
動
を
促
す

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術
。

相
手
の
中
に
答
え
が
あ
り
、
そ
れ

を
引
き
出
す
た
め
の
か
か
わ
り
方

で
す
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
横
並

び
で
一
緒
に
前
に
行
く
。
あ
る
い

は
ち
ょ
っ
と
後
ろ
か
ら
つ
い
て
行

く
、
と
い
う
感
じ
で
す
。

な
ぜ
コ
ー
チ
ン
グ
の
仕
事

を
選
ん
だ
の
で
す
か
？

　

以
前
、勤
め
て
い
た
会
社
で
は
、

お
客
様
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

相
互
理
解
と
、
お
互
い
の
歩
み
寄

り
が
上
手
に
進
ま
な
い
と
難
し
い

職
種
で
し
た
の
で
、
こ
の
経
験
を

生
か
せ
れ
ば
と
思
い
コ
ー
チ
ン
グ

の
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。
コ
ー
チ

ン
グ
の
考
え
方
に
﹁
自
発
的
行
動

を
促
す
﹂
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が

自
分
に
と
っ
て
も
必
要
か
な
？

と
思
い
ま
し
た
。

育
児
と
仕
事
、
ど
の
よ
う
に

工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

育
児
と
仕
事
。
今
の
社
会
で
は

あ
る
意
味
対
極
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
仕
事
が
増
え
る
と
嬉
し
い
け

れ
ど
、
子
ど
も
と
接
す
る
時
間
は

コーチングを職業として

わたしらしく　生きる
　原田祥子さんは“育児も仕事もバランスよく”を実践している女性です。‘企業
の一員でいるとどうしても時間に余裕がない。子どもと一緒に過ごす時間が足りな
い。’そこで子どもが小さい時こそ、と、個人でできる仕事を選択しました。会社
員ではない、自分らしい仕事に切り換え再出発をした原田さんを紹介します。

―
村
上
育
児
パ
パ


